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１２． 微分と積分

１２－３． 積分法

１２－３－１．不定積分

１２－３－１－１．不定積分と導関数

関数  xf に対して、微分すると  xf になる関数、すなわち、    xfxF  を満たす関数  xF
を、  xf の原始関数という。

（例）

  23 3xx 


であるから、
3x は

23x の原始関数である。

  23 31 xx 


 であるから、 13 x も
23x の原始関数である。

一般に、関数  xf の原始関数は一つではない。  xF 、  xG がともに  xf の原始関数である

とき、    xGxF  は定数である。すなわち、  xf の原始関数の一つを  xF とすると、他の

原始関数は   CxF  （C は定数）の形に表すことができる。この表示を  xf の不定積分とい

って、記号で   dxxf と表す。定数C を積分定数という。  xf の不定積分を求めることを、

 xf を積分するという。

不定積分

   xfxF  のとき

    CxFdxxf  （C は積分定数）

（例）

  122 


 xxx

であるから

  Cxxdxx  212 （C は積分定数）
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（例）

  1x 、 xx 







 2

2
1

、
23

3
1 xx 










であるから

Cxdx  、 Cxxdx  2

2
1

、 Cxdxx  32

3
1

（C は積分定数）

（注）

 dx1 を  dxと書くことがある。

上の例から、次のことがわかる。

定数関数、
nx の不定積分

Cxdx  、 Cx
n

dxx nn 


  1

1
1

（ 2,1n ）

（C は積分定数）
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